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筑後重粘土水田 に おける小麦不耕起 播栽培法

　　　 第 1報　不麟起播栽培小麦の 生育特性

　 真鍋　尚義 ・大隈　光善   松永　靖雄 ・千蔵　昭 二

（福 岡県農業総合 試験場筑後分場，み

福 岡 県農業総合 試験場 農産研究所 ）

Non −tillage　seeding 　culture 　of 　wheat 　in　Chikugo 　heavy　clay 　soil 　area

　　　　　　　　　　　 I．　 Growth 　characters

Hisayoshi　MANABE ，　Mitsuyoshi　OKuMA ，　Yasuo 　MATsuNAGA 　and 　Syoji　CHIKuRA

　　　　　　　　　　　　（Fukuoka　Agr．　Res，　Ce1ユt，）

　福岡 県の麦作付面積の約 75％ は筑後の 平坦地 で 占め て

い る。こ の う ち 約半分以 上 が 河 海成堆 積細 粒 灰 色 低 地 土

に 作付 され てい るが ， こ の 土 壌 は 透排水性 が悪 く降雨が

多い 場合 に は 適期 に 播 種 す る こ とが で きな い
。 また生 育

後半に 乾燥が 続 くと枯熟れ の 発生 が 多くな り麦の 作柄 を

不安定 に して い る こ とか ら，筑 後 平 坦 地 に お け る 麦 作 を

安定化し，生産性の 高い もの とす る た めの 栽 培 技術 の 組

み 立て が 強 く望 まれ て き た 。

　麦の 播種様式 は
， 土 壌 や 圃場条件の ちが い に よ っ て 異

な るが，筑後重 粘土 水 田 で は 以前か ら不 耕起播栽培 の 機

械作業面 に お け る高能率性 と枯熟れ の 被害軽減効果 が 認

め られ て 坏 耕 カ ル チ播
t「

と呼ばれ る播 種様 式 が 都 に

普及 した こ とが あ る
3）。

　本課題 で と りあ げた不 耕起 播 栽 培 は従 来の 不 耕起 播栽

培 技術
1・2・4）

に 比 べ ，水稲収穫後 に 残 さ れ た 切 断稲 わ ら の

上に 播種 し，湿 害防 止 の た め の 地 表 水 の 排除 と覆土 を兼

ねて 動力土 入 機等 で 作溝 ・覆土 を行 う点 が異 な っ て い る 。

こ の 播種様式 を考案 した の は三 潴郡三 潴町永 田高義氏で，

氏は 1981年 の 全 国麦 作 共 励 会 に お い て，そ の 新技術 「不

耕起全面散播畦立栽培」が 高 く評価され ， 農林水産 大 臣

賞を受 賞 した 。

　著者 ら は，こ の栽培法 の 普及 を図 る た め小 麦 の 目標収

量を10a 当 り5  0  と し た 不 耕 起 播栽培法 の 技術 確 立 試

験 を，筑後分場 内及 び
一

部 現地 で 工982年 （播種年次）か

らユ985年 まで の 4 か 年 に わ た り実施 した。

　第 1報で は ， 圃 場 の 乾湿程度 が 異 な る場合 に お け る 不

耕起播栽培小麦の 生育や 収量成立経過 の 特徴 を，全耕播

や浅耕播 と対比 して 検 討 した結 果 を報告す る。

　　　　　　　　　材料及 び 方法

1．試験実施場所，圃場 条件 ；三 潴 郡 大 木町 ， 福岡県 農

　総試筑後分場水 田。最終年次の 1985年 に は場内の ほ か

　に 三 潴 郡 城 島町で 現地 実証 試験 を，三 瀦町 の 農家圃 場

　数 か 所 で は実態調 査 を行 っ た。十壌 は 筑 後 川 下 流域 の

　河 海 性沖積埴 上 で，圃場 の 透排水性 は 試験 実施 圃 場 間

　で大 き く異 な っ た （試 験 結 果 の 項 で 説明）。

2 。播種，作溝 ・覆土 法 ：

　 1 ）不耕起条播畦 立 ：不耕起状態 で 稲 わ ら の ヒか ら施

　　肥 し ， ドリル シ ーダーまた は管理 兼用 播種機 で 4 条

　　播種。1982年 と1984年 は耕 う ん機 に ナ タ爪 を装着 し

　　て 部 分 作溝 を行 い ，その 後 動 力 土人 機で 覆 毛、1983

　　年 は トラ ク ターに 改良爪 を装着 して その 飛 散 土 で覆

　　土。19．　85年 は 筑後分場で は 動力土 入 機で 2 回 作溝 ・

　　覆土 し
， 城 島町 で は 専 用 作 溝 覆 土機 （ロ ータ リー軸

　　に ナ タ 爪 8 本 を 2 か 所 と り 付 け た もの ）で 作溝。覆 土。

　2 ） 浅 耕 条 播 畦 立 ：施 肥 後 ， 播種前 に ロ
ー

タ リーで 2

　　cm 程度の 深 さ （稲株 が 動 か な い 程度）に 耕起。播種

　　と作 溝 ・覆土 法 は 不 耕起播 に 同 じ。

　3 ）全耕畦立条播 ： m 一タ リーで 2回耕 うん後 に 作溝

　　畦立 し て 施肥。ド リ ル シ ーダーで 播 種 後 ， 動 力 土 入

　　機 で 作溝 ・覆 土 。

　　　供 試 品種 ：福 岡 県 の 奨 励 品 種 で ， 1982年 は農 林 61

　　号 ， ／985年 の 城島町で は ニ シ カ ゼ コ ム ギ，そ の 他 は

　 　す べ て チ ク シ コ ム ギ を供 試 した。

3 ．播種1｝寺其月： ユ1月ll日〜11月2ユE「。

4．圃 場 条件 ： 筑後 分 場 E 圃 は，暗 き ょ を 施 工 し て い な

い が ，場内の 圃場 で は 透排水性が 比 較的良い 。A 圃 は

播 種 時 の 透 排 水 性 が不 良 で ，作 土 直 下 10cmに ギ チ 層 が

あ る。第 1報 で は 弾丸暗 き ょ 無施工 区 の デ
ー

タ を用 い

　た。

　 城島町 の 試験圃 場 は
， 有材暗 き ょ と 弾 丸暗 き ょ の 組

合せ に よ り．乾 田化 を 図っ た 。

昭和 62年 4 月22日　 第 64回 講 演会 で発 表 キ
ー

ワ
ー

ド 1 麦，圃 場 の 乾 湿 ，耕 起 の 程 度，生 育 特 性
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5．施肥 法 ：基 肥 と 分 け つ 肥 と穂 肥 の 3回施肥 で ， 10a 当

　り 窒素成分施 用 量 は 第 1，2表 に 記載 。

6e そ の 他 の 栽培管理 ：畦幅 （作溝間 隔 ） と 播 種 量 は，

第 1 ，2 表 に 記 載 した 。踏圧管理 は ， 茎立期前に 2 〜3
回 実 施 。 稲 わ ら は ， 全播種様 式 と も全 量 （10a当 り

750〜90   ）還 元。

　 播種直後除草剤 ；1982年の 不 耕起播 で は DBN 水和

剤 と CAT 水和剤の 混 合箭を．全耕播 で は ベ ン チ オ

カ
ーブ ・プ ロ メ トリ ン 乳薊を 用 い た。ま た 1983年 は

CAT 水 和 剤，1984年 は ベ ン チ オ カ
ーブ・プ ロ メ トリ ン

乳剤，1985年 は トリ フ ル ラ リ ン 乳剤を用 い た 。

　病害虫防除 ：福岡県の 防 除 基 準 に 基 づ い て 防除 を実

施 し た 。

　　　　　　　　　結果及び考察

　1985年（播種年次）に ， 三 瀦 町で不 耕起播畦立栽培麦の

実態調査 を行 っ た結果 ，圃場 が 乾 き易 く，作 溝 ・覆土 が

入 念 に 行 わ れ て い る 場 合 に は 多収 を得 て い るが，一般 的

に は 出芽苗立ち と雑 草防除の 面 で 全耕畦立 播 に 比 べ て 不

安 定 と観察 さ れ た。

　筑後分場 の 2圃場及 び城島町に お け る 不 耕起 ・
浅耕播

及 び全 耕播小麦の 出芽 苗 立 ち と収 ttの 成 立 経過 は
， 播 種

第 1表　年次 ・圃 場条件別 に み た薪起 ・播種法別小麦の 生育経過一そ の 1 （1982〜1984年，筑後分場圃場 E ）

　　　　　耕起No．年次　 　 　 　 　 　 　 　畦幅
　　　　　程度

lea当 り
　 　 　 　 　 施 　 肥 　 法
播 種量

品種
播 種
　　　 出芽数
月 日

　　　 倒伏　　　　　　　　　　　　　　 a 当り
穂数　　　　　　成熟期　千粒重
　　　 程度　　　　　　　　　　　　　　精麦重

　 　 　 　 　 　 　 　 　 m

l　 1982 不耕　0．75

2　 〃　 全耕　 〃

  　 N 成分   ／10a

8 　 8 十 4 十 1．5 農 林 11．20

11　　　　　　 〃　　　　　61　 号 　　　〃

本／m2 馴   　 　 月 日 　 9 　  

　le4　　　　354　　　　0　　　6 ．　　1　　35．3　　　34，4

　 89　　　　283　　　0　　　5 ．　29　　34．8　　　34．3
3　 19834

　　 〃

5　　 Jt

不 耕　 1．5

浅耕　　〃

全耕　 〃

7

〃

〃

8．6十 4十 2
　 　 　 　 　 　 　チ ク シ
　 　 ノノ

　 　 　 　 　 　 　 コ ム ギ
　 　 」］

11，16　　　　77　　　　389　　　　0　　　6 ．　　7　　37、4　　　56．4

　〃 　 85 　 401 　0 　6 ． 836 ．5 　60．4

　〃　　　　　109　　　　410　　　0　　　6 ．　 7　　35、7　　　57．4
6　 19847

　　 〃

8　　 〃

9　　 〃

10　 　 n

不 耕　0，75

不耕　　〃

浅耕　　n

全 耕　　〃

全耕　　〃

6

〃

〃

〃

〃

5　 十 6十 3
8．6十 4十 　3
　 　 　 　 　 　 　 チ ク シ

8．6十4 十 1．5
　　　　　　　 コ ム ギ
8．6十4 十 1．5

8．6十 4 十 3

11．19　　　88

　 〃　　 　　 73

　〃　　　 ll9

　〃　　　 124

　〃　　 　 127

427　　0．9　　6 ．　2　　33．6 　　 54．4

381 　　0．2　　6 ．　2　　34．〔レ　　 51，8
369　　0，7　　6 、　1　　33．3　　 48，9
362　　0，2 　　5 ．　31　　33．1　　 42，4

388　 G．4 　 6 ．　1 　 33．2 　 47，3

注）   倒伏程度 は 無〜甚 を 0〜5 で 示 す 。   千 粒重 と精麦 重 は水 分12．5％換算値。

第 2表 年次 ・
圃場条件別 に み た耕起 ・

播種法別小麦 の 生育経過 一そ の 2 （1985年）

　　　　　耕起No．圃 場　　　　　　　　畦幅
　　　　　程度

10a当 り
　　　　　施　肥　法
播種量

品種
播 種
　　　 出芽数
月 日

　　　倒伏　　　　　　　　　　　　　　 a 当 り
穂数　　　　　　成熟期　千粒重
　　　程度　　　　　　　　　　　　　　精麦車

123

塁

「）
己
U

l11111E　

〃

〃

〃

〃

〃

耕

耕

耕

耕

耕

耕

不

不

浅

浅

全

全

m5　

　

〃

〃

〃

〃

〃

　

1

　  

11．511

．59

．69

．68

．28

．2

N 成分  ／ユGa

5　 十 6 →
．3

8．6十 4十　3
　 　 　 　 　 　 　 チ ク シ

5　 十 6十 3
　 　 　 　 　 　 　 コ ム ギ
8．6十 4十　3

5　 十 6十 3

8．6十 4十 3

11．18

〃

〃

〃

〃

〃

本加
2152150154132148121

本 〆m2 　　　 月　 日

　4050 ．263

　 418　　　〔｝，5　　6　　　5

　 479　　3，0　　6　　6

　4112 ．566

　395　　　2．0　　6　　　6

　3761 ．065

　 9　 　 　  

31．0　　 36．5

33，0　　　51，6

31．Q　　　51．1

30．2　　　51．8

31．5　　 50．1

32．1　　　46，3
17　 A 　 不耕　 1．5

18　 〃　　全耕　　ノノ

19　 〃　 全耕　 7i

11．58

．28

．2

5　 十 6十 3

5　 十 6十 3

8．6一ト4 一ト 3

　 　 　 　 11．21
チ ク シ
　 　 　 　 〃

コ ム ギ
　 　 　 　 〃

87　　　　387　　　0．5　　6 ．　　6　　3G，4　　　36．8
105　　　　379　　　2，〔｝　　6 ．　　8　　32．8　　　52、3
116　　　　448　　　3，5　　6 ．　9　　3〔）．5　　　51．5

20 城島　不耕

21　 〃　 不 耕

22　 〃　 浅耕

23　 〃　 浅耕

24　 〃　 全耕

21

〃

〃

　

4

〃

・

　

1

6．09

．56

．09

．58

．0

5　 十 5十 3

　 　 〃

　 　 　 　 　 　 　 ニ シカゼ
　 　 〃

　 　 　 　 　 　 　 コ ム ギ
　 　 ノノ

8　 十 5十 3

1111

〃

〃

〃

〃

90147112218147389　　 0　　 6 ．　 5

541　　　0．3　　6 ．　　4

533　　　0．4　　 6 ．　　5

674　　　2．5　　6 ．　　4

614　　　2．0　　6 ．　4

33．0　　　50．2

34，5　　　52，8

33．8　　　　55．0

33．9 　　 55．8

33．7　　　53．4
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期前後 の降雨条件や 圃場 の乾湿程度 に よ っ て大 き く異 っ

た （第 1 ， 第 2表 ）。

　 1．試験結果考察上 特記すべ き事項

　年 次 別 に
， 播 種 期 前後 の 降 雨 条 件 や播 種時及 び登 熟後

期の 土 壌 の 乾湿 程度 な どの 概要 を 述 べ る と 次の とお りで

あ る 。

　 1） 1982年 ：播 種 時 の 土壌 が か な り湿 潤 （表 層 か ら深

　　度 L3 〜6．4  の 土壌含水比 が 65〜75％） で あ っ た た

　 　 め に ，全 耕 播 は土 塊 が 大 き く播 種 作 業 が や や 嗣難 で

　　あ っ た 。　
一
方 ， 不耕起播で は 覆土深の 浅 い 部分 に 除

　　草 剤の 薬害が 発 生 し，雑草の 発 生 も多か っ た。

　 2）1983年 1 播種後20日間降雨が な く乾燥 が 続 い た た

　　 め 不 耕起 播 で は 出 芽が 不揃 い とな っ た 。 ま た，不 耕

　　起 播で は 降雨後 の 土 壌水 分 の 低 下速度が 早 か っ た が
，

　　乾燥 時の 含水比 は む しろ 全 耕播 よ り高か っ た。多収

　　年 次。

　 3）1984年 ：播種前 4 日に 36  の 降雨が あ っ た もの の ，

　 　 全耕 播 の 播 種 作 業 は よ うや く可 能 で あ っ た （k 壌 含

　　水比55％）。不耕起播 は 出芽が 不揃 い で 初期生育 が

　　劣 っ た e

　 4） 1985年 ：11月18日〜21H 播 で は 出芽期 まで が比 較

　　的 多雨条件 で あ っ た。不 耕起播 の 登 熟後期 の 乾燥 時

　　の 土壌含 水 比 は圃 場 E49％ ， 圃場 A46 ％ で ， 60  降

　　雨 後 2 日 目 の 土 壌含水比 は 圃 場 E58 ％ （全耕 播 は

　　61％）， 圃場A59％ （全耕播 は61％），現 地 の 城 島町

　　圃場 は49％ で あっ た。

　 2、出芽 ・初期生育

　播 種 時 の 土壌 含 水 比 が 60％ 樫 度以 上 の 湿 潤 な 条件 の 場

合に は 全耕播 に 比 べ て 不耕起播の 出芽率 は 高 い が ，含水

比 が それ 以 下 で は出芽率 は低 く不安 定 で あ っ た。また，

播種 後 の 作溝 ・覆 土作 業 を不 艮な 条 件 （高水 分 で
， 砕 土

や土 の 飛散が 不良）で 行 っ た 場合 に は，そ の 後乾燥 が続

くと出 芽 。初 期 生育 が 抑 え ら れ （1982， 1983， 1984年 ）

雑草害や 除草剤 の 薬害 が 発生 し易 か っ た （1982年）。一

方 ， 播種 後 に 降 雨 条件 が 続 くと，播 種 床 面 の 低 い 部 分 （稲

作中の 足跡な ど）は過湿 に よ っ て 出芽 ・初期生育 が お く

れ ， 生 育不 良 と な っ た （1985年 E ，A 圃）。し か し， 播 種

前に
，

ロ ータ リーで 2cm程度の 深 さ に 浅耕した場合に は，

出芽 ・初期生 育は 安定 し，播種前雑草防除の 問題 は な く

な る と推察 され た 。

　 3 ．生育量 ・倒伏程度 ・収量成立 経過

　不 耕起播小麦 の 最高分 けつ 期は 全 耕播 に 比 べ て 1週 間

程度 お そ く，出穂 ・成熟期 もお くれ 気味 と な っ た。最高

茎数 や 穂数 は，出 芽 ・苗立 数が 少 な い わ りに は確 保 し易

か っ た。また，全耕播 と同 施 肥法の 場合 に は，不耕起

播で は
一般 に 穂 揃 期 まで の 生育 量 が 少 な く， 稈 長 も低 い
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た め倒伏 程度 は小 さか っ た。しか し， 品 種 に よ っ て は苗

立 数 が   当 り に 150本程度 以 上 に 多い と 倒伏 し 易 くな る

た め，播種量 は 品 種の 耐 倒伏性 を考慮 し て 決 め る 必 要 が

あ る 。

　 不 耕起播小 麦の 作柄 は，比 較的透排水性 が 不 良の 圃 場

で は穂揃期 の 生 育量 の 安定確保が 困難で あ る た め 不安 定

で あ っ た。しか し，乾 田 化 が は か られ た 圃 場 で，t播 種 後

の作溝・覆土が 良好な条件 で 行われ た適期 （11月／0国頃）

播 の 場 合 に は 全耕 播 よ り子 実 ・わ ら比 が 高 く， 千粒 車 も

重 い 傾向で ，同程度 に 高い 収量をあげた 。 なお，浅耕播

栽培 は不 耕起播 に 比 べ て 穂揃期 の 生育量及 び収量 が 安定

して 多い こ とか らみ て，重粘 」二水田 地帯で は 適用 圃場 が

多 い と推察 さ れ た 。 ま た 本試験 の 範 囲 で は ， 湿 害 に 起 因

す る枯熟 れ の 発 生 は 全試験 区 と も認 め られ なか っ た。

　　　　　　　　　 摘　　　要

　重粘土 水 田 に お い て 裏作麦 の 高能率安定栽培技術 を確

立 す るた め の 前般 と して，三 潴 郡 で 1982年 か ら1985年 ま

で の 4 年間に わ た り，圃場 の 乾湿程度 が 異な る 場合 に お

け る 稲わ ら全 量 還 元 不 耕 起 播 畦 立栽 培 小 麦 の 生 育 特 性 を，

全 耕播 や 浅 耕播 と対 比 して解析 した．乾田化 が 図 られ て

い な い 圃 場 で は，出芽苗立 ち と雑 草 防除 の 面 で 全 耕畦 立

播 に 比 べ て不 耕 起 播 は不 安 定で あ る。しか し，乾田 化が

図 ら れ た 圃 場で ，播種後の 作溝 ・
覆 上 が 良好 な 条 件 〔低

．f’壌水 分 で ， 砕 土 や 土 の 飛 散 が 良好 ）で 行 わ れ た適期 （11

月10日頃）播の 場合 に は，全耕畦立播 に 比 べ て 苗立数が

35％程度少な く， 穂揃期 の 生 育 量 は少 な い が ， 倒伏 が少

な く同程度の 収量 （a 当 り50  台）を あげ得 た。ま た t 不

耕 起 播 で は 全耕 播 に 比 べ て 降 雨 後 で も比 較 的早 くか ら 圃

場 で の 播種 ・管理 ・収穫作業機の 使用 が 容易 で あ っ た。

な お ，播 種 前 に 2cm程度の 深 さ に ロ
ー

タ リ
ー
耕 を行 う 浅

耕播 は，出芽 ・初期 生 育 の 安 定 化 と播 種前 雑 草防除 の 面

で 不耕起播 に 比 べ て す ぐれ て お ウ，適用 範 囲 も広 い と推

察 され た。
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